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In　order 　to　develop　the　t［1cnnal 　protection　systcm （TPS ）fbr　mars 　rccntry ，　the 　characteristics 　ofcarbon 　dioxide　plasma
f1Qw　is　investigated　by 　 using 　the　arc ．heated　 wind 　tunnol．　 Emission 　 spectrum 倉om 　plasma　fiow　is　 measured 　by

elnission 　spectroscopy 　a］ong 　the　stagnation 　stream 　line．　Measured　spectlum 　is　mainly 　composod 　of 　C2　Swan　band
system 　and 　atomic 　lines　of 　C　and 　O ，　In　the　shock 】ayer ，　atomic 　line　of 　O ｛s　much 　more 　intensc　than　that　in　thc　froo

stream 　region ．　It　is　fbulld　that　the　shock 　layer　is　generated　at　5mm 　from　tlle　model 　surface 丘om 　the　intensi1y

distribution　of 　atomic 　line　of 　O ．　Flow　temperature 　is　evaluated 　from　the　measu 丁cd 　spectnim 　by　applying 　the　spectlum

fitting　method ，

1．は じめに

　現在将来 の 惑星探査 ミ ッ シ ョ ン と して ，火星 探査 ミッ シ ョ ン が

計画 され
〔
研究開発が活発 に行われて い る．そ の 中で 探査機を火星

周回軌道
．
へ 投入す る方法 と して，空気 力 を利 用 したエ ア ロ キャ プ

チ ャ
〔と呼ばれ る軌道変換技術が注 H され て い る．こ の 方法は探査

機 を比 較的低高度まで突人 させ るた めに，機体表面は厳 しい 空力

加 熱環 境 に さ ら され る．そ こ で 信 頼性 の 高い 熱防御 シ ス テ ム

（Thermal　protcctiQn　System）の 開 発が 求め られて い るが，その た め に

はアーク加熱風洞，誘 導加熱風洞等の 高エ ン タル ピー一風洞 を用い

た耐熱材料試験が重要となっ て くる．こ れ らの 瓜洞を用い て熱防

御シ ス テ ム の 開発 を行 うにあた り， 試 験気流 の 診［析技 術の 向上が

求 め られ る．そ こ で 本研究 は、鳥取大学に 設置され た 10．SkW ア

ー
ク加熱風洞 を用 い て 炭酸 ガ ス 中で発 生 させ た高エ ン タル ピ

ー
流

の 気 流特 性を解明す るこ とを 目的とす る．
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2 ．実験 方法及び実験結果

　本研 究は 10．5kW ア
ー

ク加熱風 洞に よ り炭酸ガス プラ ズマ 流 を

発生させ、発光分光計測 に よ り気流特 「生の 評価を行 っ た。観測 部

に 真鍮製の模型を設置 して 木歎 ！周 りに衝撃層を発生 させ て 、模型

前方の 澱 み点流線 トの 領域 を対象 として 分光 計測 を行 っ た 。

　 図 t は物体表面 か ら 1mm の 位置の 衝 撃層 内で 計測 した炭酸 ガ

ス プラズマ の ス ペ ク トル で ある．測定波長範囲は 400nm 〜900nm

で ある．可視領域におい て は500nm付 近 に ピークを持つ C2　Swan
バ ン ドが支配的 とな っ て い る．しか しなが ら，分光器の 波長分解

能が悪 い ために 詳細なバ ン ド構造 まで は 確認で きな い．また近 赤

外領域に おい て は，777nm ，845nm に強い O の 原子線が確認で

きる．これ は衝撃層内で は，気流 は強 く励起 され るた めに化学 反

応が促 進 されて ，多数の O 原子 が生成 され るため で ある と考え ら

れる．図 2 は物体表面か ら 16mm の 位置 の 自由流領域 で 計測 した

炭酸ガス プラズマ のス ペ ク トルで ある．図 2 のス ペ ク トル と比べ

て 0 の 原子線が弱 く，可視領域の C2　Swan バ ン ドが支配的とな

っ て い るの がわか る．分子バ ン ドの 形状 は図 1の 場合 と同様な形

状をしてい るが，全体の発光強度は図 1 の ス ペ ク トル に比べ て 弱

くな っ て い るの が分 か る，
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Fig．1　 Measured　specnu 皿 h曲 e　shock 　layer
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Fig，3　Measured 　spectrum 　hユdユe　free　stream 　region
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